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齢
ま
た
、

お
い
で
く
だ
さ

い
”

(
酒
井
理

事
燻
)

地
方

選
挙
、
春
闘
を

ひ
か
え
、
三
月
に

は
記
者
会
見
、
講
演
会

、
勉
強
会
が
十
回
、

そ

れ
に
充
回
の
昼
食
会

を
加
え

て
十
五
同

の
行
事
を

こ
な
し
た
。

九

日
に
は
中
国
訪

問

の
途
次
東
京

に
立

ち
寄

っ
た
バ
ン
ク

。
オ
ブ

・
ア
メ
リ
カ
社

長

の
ア
ル
デ

ソ

・
ク

ロ
ー

セ
ン
氏
を
ゲ

ス

ト
に
迎
え
て
の
昼
食
会

、
さ
ら
に
十
九

日

に
は
会
員
社
の
関
西

テ

レ
ビ
の
招
き
で
来

日
し
た
フ
ォ
ー
ド
米
前

大
統
領
の
昼
食

会

も
行
わ
れ
た
。

フ
ォ
ー
ド
氏

は
約

四
年
半
前
、
現
職

の

大
統
領
と
し
て
訪

日

の
際
、

ク
ラ
ブ

・
ゲ

ス
ト
と
し
て
昼
食

会

に
出
席
し
た
が
、
当

時

、

ク
ラ
ブ
は
帝

国

ホ

テ

ル

に

“
仮

住

い
π
だ

っ
た
。
今

回
は
来
日
を
機
に
、
新

し

い
わ
れ
わ
れ
の
記
者

ク
ラ
ブ
を
是
非

見

て
も
ら
お
う
、
と

い
う

の
で
、
関
西
テ

レ

ビ

に
お
願

い
し
て
、
多

忙
な
日
程
を
さ

い

て
も
ら
っ
た
も
の
。

昼
食

の
あ
と
の
講
演

で
も
、
開

ロ

一
番

地
方

選
、
春
闘

の
記

渚
会
見

に
も
多

数

の
出
席

フ

ナ
ー
ド
米

前

大
統

領

を
招

い
て
昼

食
会

「
私
は
ワ
シ
ン
ト

ソ
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
プ

レ
ス
ク
ラ
ブ

の
賛
助
会
員

の

一
人

だ

が
、

こ
の
ク
ラ
ブ

は
、
建
物
も
食
事
も

ワ
シ

ン

ト
ン
の
ク
ラ
ブ
と
比
べ
も
の
に
な

ら
な

い

ほ
ど
よ
い
」

と
お
ほ

め
の
言
葉
。
現

職

の

と
き
に
は
で
き

な
か

っ
た
ク
ラ
ブ
員

の
自

由
な
質
問
に
対

し
て
も
、気
軽

に
、
し

か
も

力
強
く
、
的
確

な
答
弁
が
返

っ
て
き

た
o

地
方
統

一
選

挙

の
中
で
も
関
心

の
的

に

な

っ
て
い
る
、
都

知
事

に
つ
い
て
は
六

日
、

鈴
木
俊

一
、
七

日
、
麻
生
良
方
、
八

日
、
太

田
薫
の
三
氏
を
招

い
て
連
旦

二
日
に
わ

た

っ
て
昼
食
会

を
行

っ
た
。

ま
た
地
方
選

挙
全
般

に
対
す
る
各

党

の

態
度
を
聞
く

た

め
の
記
者
会
見
は
、
十

五

日
午
前
午
後

に
わ
た

っ
て
塩
崎
潤
自

民
党

統

一
地
方
選
挙
対
策
本
部
事
務
局

長
、

山

口
敏
夫
新
白

由

ク
ラ
ブ
、
向
井

長
年

民
社

党
、
大
野
潔

公
明
党

の
各
選
挙
対
策
委

員

長
の
四
氏
、
さ

ら

に
翌
十
六
日
に
は
緋

田

吉
郎
共
産
党
、
宮

之
原
貞
光
社
会
党

の
各

選
挙
対
策
委
員

長
と
二
日
間
に
わ
た

っ
て

連
続
六
回
、
持

ち
時
間
各

「
時
間

の

κ
強

第110号

1979年

4月10日 発 行

東
京
都
千
代

田
区
内
幸
町
ニ
ノ
ニ
ノ

一

ブ
レ
ス
セ
ソ
タ
ー
ビ
ル
9
F

⑪
㎜

社
団
法
人

日
本
記
者
ク
ラ
ブ

発
行

電

話

五
〇

三
-
二
七
一
=

(代
)

行
軍
”

ぶ
り
だ

っ
た
。

ま
た

”
春

闘
集
中
勉
強
会

”
と
し
て
十

九
日
に
は
同
盟

の
天
池
清
次
会

長
、
二
十

目
に
は
総

評

の
富
塚
三
夫
事
務
局

長
、
二

十
亠ハ
日
に
一
け
渦A
皿
子
勢天
雄
㌍臼
冖本

種
貝
A
立
研
究

セ

ン
タ
i
所

長

の
記
者
会
見
を
行

っ
た
。

こ
の
会

見

で
富
塚
事
務
局

長

は
、
春
闘

に
直
接
関
係

な

い
が
、
労
働

戦
線
再
編
問

題
に
関
連

し
て
、
国
労
と
動

労

の
統

一
を

め
ざ
し
て
春

闘
後
に

「
懇
談

会
」
を
設
置

す
る
こ
と
を
提
案

し
て
注
目

さ
れ
た
。

九
日
に
は
来

日
中
の
国
連

ナ
ミ
ビ
ア
理

事
会
ミ

ッ
シ

ョ
ソ
の
記
者
会

見

が

行

わ

れ
、
団
長

の

エ
ジ
プ
ト
国
連
大
使

ア
ー
メ

ッ
ド

.
メ
ギ

ー
ド
氏
が
ナ
ミ
ビ

ア
問
題
の

説
明
お
よ
び
、

わ
が
国
政
財
界
と

の
懇
談

の
模
様
を
報
告

し
た
。

二
十

二
日

に
は
ク
ラ
ブ
の
臨

時
総
会
が

開
か
れ
、
収
支

年
額

一
億
五
、

四
二

一
万

二
、
O
O

O

円

に
上
る
昭
和
五
十

四
年
度

予
算
を
決

定

し
た
〇

四
月

一
日
現
在
の
会
員
状
況

法

人

会

員

一
四
二
社

基

本

会

員

六

一
[
人

個

人

会

員

七
七
五
人

法
人

・
個
人
賛
助
会
員三

八
社

一
一
七
人

特

別
賛

助

会
員

五

一
人

名

誉

会

員

七
人

計

一
八
〇
社

一
、

五
六

「
人
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昭和54年4月10日 第110号

昭 和54年 度 収 支 予 算

自昭和54年4月1日

至昭和55年3月31日

退
会
凵
長
崎
放
送

入
会
1ー
テ

レ
ビ
新
広
鵬

(代
炎

村

上
七
郎
)

法
人
会
員
入
退
会

社
団
法
人
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
第
12
回
(臨
時
)総
会
は
、
出
席

法
人
会
員
二
四
社

、
委
任
法
人
会
員
八

二
社
、
計

一
〇

六
社

の

出
席
を
も

っ
て
成
立
(定
足
数
七
二
社
)
、
酒
井
理
事
長
を
議
長

に
選
ら
び
、

ク
ラ
ブ
記
者
会
見
室
で
行
わ
れ
た
、

左
記
の
法
人
会
員
入
退
会
を
承
認
後
、
昭
和
54
年
度
事
業
計

画
な
ら
び
に
同
予
算
.を
原
案
ど
お
り
全
員

一
致
で
可
決
し
た
。

第
12

回

(
臨
時
)
総
会

(螺
裂
湾
簸
覗
轄
)

(2)
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ク

ラ

ブ

行

事

行

事

名

一
口

付

.
参
加
者

記
録

 

貪

藝

齋

驃

日

七
・
・

新
年
託

会
無

親
会

…昭
趨

骭

二
四
五
福

号

昼

食

会

ゲ

ス

ト

名

一

目

付

.
参
加
者

記
録

「昭
和
53
年

驥

貔

難
難
蚕

崩
鶺

獄
蕭
「

 

ロ

中
川

一
郎
農
林
大
臣

 

5
月
6
日

五
五
名

川

又
克
二
日
産
自
動
車
会
長

一

5
月
24
日

六
六
名

落

藷

鏃
擁

晶
晶
宀一驀

一
、

会

合

社
団
法
人
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
53
年

4
月

-
日
か
ら

昭
和
54
年
3
月
31
日
ま

で
の
問
に
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
諸
行
事

を

行

っ
た
。
行
事

の
総
回
数

は

一
〇
五
回
で
、
う
ち
会
員
懇
親
会

な
ど
ク
ラ
ブ
行
事

が
2
回

(参
加
者
平
均

11
以
下
同
じ
“

一
五

七
名
)
、
昼
食
会

28
回

(七
九
名
)
、
夕
食
会

2
回

(
四
八
名
)
、

記
者
会
見
26
回

(
六
二
名
)
、
講
演

・
研
究
会
22
回
(四
〇
名
)
、

見
学
会
3
回

(十

五
名
)

の
ほ
か
趣
味
の
会
(
囲
碁

・
ゴ
ル
フ
)

八
回
、
映
画
試
写
会
14
回
だ

っ
た
、

事

業

報

告

福
永
健

司
運
輸
大
臣

6
月

14
日

四
九
名

金
丸
信
防
衛
庁
長
官

7
月

19
日

七
四
名

福
田
赳
夫
総
理
大
臣

7
月
26
日

一
一
九
〇
蚤

鯔
靆

靉
陌

獵

門

毳

嫁
ビ
郵
影
齢

.

.
・
月
9
日
・萎

穿

オ

リ

バ

ー

・
R

・
マ
ク

レ

ガ

ー

卿

10

月

12

日

二

一
名

窃

号

薪

纈

.
ク
・フ
ー
ウ

.
オ

・
月
冒

三

ハ
名
卿

大
平
正
芳
自
民
党
幹
事
長

10
月
28
日

九
三
名

甑
聾

蕪

ー
リ
.
.
㎜胴
種

驀

宮
沢
弘
広
島
県
知
事

n
月

10
日

三
七
名

瞞
号

靆

糶

鷲
長
昭愚

蘿

鍔

彫

サ
ク

・
チ
ャ
ナ

・
ソ

・
昆

・

一
三
七
名

「

金
f

一
平
大
蔵
大
臣

1
月

20
口

五
二
名
翩

号

大
平
正
芳
総
理
大
臣

1
月

22
日

一
八
七
名

㎜
号

一

鈴
木
俊

一
氏

3
月

6
旦

四
九
名

 

麻
生
良

方
氏

3
月

7
日

三
〇
名

太
田

薫
氏

3
月

8
日

四
七
名

蕉

提

鍵

.

.
ク
.
事

・
月
昌

七
五
名

フ
ォ
ー
ド
米
前
大
統
領

3
月
19
日

一
五
〇
名

タ

食

会

ゲ

ス

ト

名

日

付

参
加
者

記
録

け
讐

彰

ビ
ス
国
際
・
昭
齷

・

五
三
名

植
村
直
己
氏

9
月

12

日
.

四
三
名
一

記

者

会

見

ゲ

ス

ト

ギ

ロ

 

あ
 
ま

お
 

知
認

ン
.
..
.
グ
一7
。ア
シ
、
昭
覦

許

七
果

 

翻
鵬
灘

い点

置
翫
}

幣

亂

黐

嫐
..
エ

ル
ソ

・
晶

・

一
三
名

鮮

忽

〃
慰

ル
ソ
ル

ク

角

昌

一
七
名

羅

唱鯵

攣

雛
㎜

パ

ジ

パ

イ

ロ
イ

ソ
ド

 

 

 

 

お

 

 

モ

 

樗

匙

ソ
一ア
。
ソ
ス
.
ベ
ル

・
月
譽

五
三
名

シ
ュ
ミ
ッ
ト
 
 
ぜ
 

り
 
ゆ
ロ

 
ス
 
 

鮒
下
登
自
民
頃
全
国
組
織
委
員

m
月
B
日
㎝

四
・
名

鄙
小
平
中
国
認
首
相

10
月
25
ロ
一
三
〇
四
名

鵬
号

マ
ー
7
イ
ー
G
M
会
長

10
月
28
日

六

一
名

鵬
号

ル
イ
・ド
・ギ

ラ
ン
ゴ
ー
仏
外
相

11
月
7
日

三
九
名

鵬
号

マ
ク
ル
ホ
ー
ス
香
港
政
庁
総
督

11
月
22
日

四
三
名

悩
号

第

概

,

.
フ
ォ
を
フ
⊥

U
晶

・

二
四
毳

号

蕉

籍

ズ
.

.
チ
ン
.
ベ
ト

胃

皆

一
〇
三
名

螺

釘

震

雪

繰

.
タ
粥

螺

日

毛

名

壥

ナ
.、、ビ
ァ
理
妻

、.、
ッ
シ

角

昌

一
塗

覊

翻

靉
壟

地
蓬

対

角

皆

…

…
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山

口
敏
夫
新
自
由

ク
ラ
ブ
選
対
.

擁

年
民
社
党
爨

員
廴

大
野
潔
公
明
党
選
対
委
員
長

緋
田
吉
郎
共
産
党
選
対
委
員
長

宮
之
原
貞
光
社
会
党
選
対
委
員

長ウ
ィ
ル

ヘ
ル
ム

・
パ
フ
ェ
ル
カ

ン
ブ
E
C
委
員
会
副
委
員
長

講

演

会

ゲ

ス

ト

名

有
吉
義
弥
目
本
郵
船
会
長

河
野
力
新
日
本
製
鉄
総
合
調
査

部
長

今
日
出
海
国
際
交
流
基
金
理
事

長松
川
道
哉
大
蔵
翁
財
務
官

牛
島
俊
明
三
菱
石
油
社
長
付

瀬
鳥
籠
三
伊
藤
忠
商
事
会
長

堺
屋
太

一
氏

渡
辺
陽

[
外
務
省
国
連
局
軍
縮

課
長

青
山
浩

一
郎
野
村
総
研
企
業
調

査
部
長

林
信
太
郎
ジ
ャ
ス
コ
副
社
長

西
山
健
彦
外
務
省
参
事
官

牧
野
昇
三
菱
総
研
専
務
取
締
役

ハ
ー
マ
ン

・
カ
ー
ソ
博
士

竹
中

一
雄
国
民
繰
済
研
究
協
会

会
長

藤
原
肇
氏

福
見
秀
雄
氏

北
川
俊
夫
労
働
事
務
次
官

3

月

15

日

〃〃

3
月

16

日

〃

3

月

28

凵

口

付

昭

和

53

年

4
月

4
口

4
月

27

目

8
易

日
「

5
月

17

日

5

月

24

日

5

月

30

日

6

月

13

日

一

7
月

4

日
一

7

月
冖
6
日

 

7

月

12

口

9
月
7
塁

一

10

月

11

日

.

m
髭

し

u
昌

L
 

11

月

27

日

12

月

13

日

.昭

和

54
年

2

月

8

日

 

三
八
狂

[

三

一
墨

二
九
名
一

三
二
名

三
〇
名

七
二
名

一
参
加
者

一
六
名

三
二
名

五
〇
名

四
四
名

四
八
名

四
四
名

四
六
名

二
二
名

記
録

川
号

麗
号

一惚

三
八
名

晒
号

三

一
名
一防
号

六
四
名

三
三
名

既
名

一

五

二
当

三
五
名

、鵬
号

二
九
名

二
六
名

「

三

二
名

.

金

三
奎

コ
リ
ア
評
論
主
筆

コ
ル
ビ

!
元
C
I
A
長
官

天
池
清

次
同
盟
会
長

富
塚

三
夫
総
評
事
務
局
長

金
子
美

雄
日
本
賃
金
研
究

セ
ン

タ
ー
所

長

見

学

会

見

学

地

三
井
物

産

フ
ィ

リ
ピ
ン
米
軍
茶
地

(
ク
ラ

ー
ク

・
ス
ビ

ッ
ク
)

米
第

七
艦
隊
原
子
力
空
母

コ
ソ

ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

試

写

会

題

名

白
き

永
河

の
果
て
に

ラ

ス
ト

。
ワ
ル
ツ

キ
タ

キ
ツ
ネ
物
語

愛

の
地
獄

家
族

の
肖
像

フ
ィ

ス
ト

グ

ッ
パ

イ

・
ガ
ー
ル

野
性

の
証
明

怒
り

の
葡
萄

サ
ソ
ダ
カ
ソ
八
番
娼
館

男
は

つ
ら
い
よ

ミ

ッ
ド
ナ
イ
ト

・
エ
ク
ス
プ

レ

ス歌
う
女

・
歌
わ
な
い
女

ナ
パ

卩
ン
の
嵐

2
易

日
一

2
月

28

日

.

3
月

19

日

一

3
月

20

日

一
コ

3
晶

日
[

日

付

昭

和

詔

年

4

月

20

日

12

月

5

日

～

8

目

12

月

15

日

日

付

昭

和

53

年

4

月

27

日

6

月

14

日

6

月

20

日

6

月

21

日

9

月

21

日

9

月

29

日

10

月

3

日

〃

11

月

2

日

11

月

10

日

11

月

17

日

11

月

11

・

12

・
17

日

11

月

20

日

昭

和

54

年

2

月

6

日

四
〇
名

八
二
名

三
三
名

四
七
名

三
七
名

一
参

加
者

一
五
号

一
五
名

一
五
名

参
加
者

五
〇
名

一
〇
〇
名

五
〇
名

五
〇
名

五
〇
名

一
〇
〇
名

三
〇
名

五
〇
名

一
六
名

四
〇
名

二
〇
名

一
〇
〇
名

三
〇
名

八
〇
名

記
録

……
号

記
録

ゴ

ル

フ

同

好

会

日

付

コ

ー

ス

昭
和
53
年
7
月
21
日

東
亠舐
ゴ
ル
フ
ク
ラ
プ

ー1
月
10
日

川
崎
国
際

カ
ン
ト
リ
!
ク
ラ
ブ

昭
和
晩
年
3
月
16
日

大
厚
木
カ
ソ
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

囲

碁

同

好

会

日

付

会

場

昭
和

53
年

5
月
20
日

ク
ラ
ブ
大
会
議
室

11
月
25
日

〃

12
月
器
日

〃

昭
和

54
年

1
月
貯
日

〃

3
月
10
目

〃

二

、

会

報

の

発

行

毎
月

一
回
(
10
日
)
『
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
会
報
』
を
発
行
、
ク

ラ
ブ
行
事

の
案
内
、
会
議

決
定
事
項
な
ど
の
ほ
か
記
者
会
見
、

講
演
会
等
の
記
録
を
収
録
し
て
会
員

の
参
考
に
供
し
た
Q

三

、

日

本

記

者

ク

ラ

ツ

賞

の

授

与

昭
和

53
年
度
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
賞
を
松
山
幸
雄
氏

(朝

日
新

聞
社
編
集
委
員
兼
論
説
委
員
)
に
贈

っ
た
9

四

、

会

員

名

簿

の

作

成

昭
和

53
年

5
月
1
日
付
と
12
月

1
日
付
で
会
員
名
簿
を
作
成

し
.
全
会
員

に
配
布

し
た
。

(4)
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今
日
の
話
は
、
最
近
出
て
き
た
非
常

に
劇
的
な
、
そ
し
て
重

要
な
こ
と

の
発
展
に
関
す
る
も

の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
と
中

国
と

野
心
的
な
近
代
化
計
画

こ
れ
ま
で
に
、
多
く
の
日
本

の
新
聞
関
係
の
編
集

や
論
説

の

方

々
お
よ
び
特
派
員

の
方

々
に
お
会

い
し
ま
し
た
り
そ
し
て
、

日
本
の
報
道
界
、

マ
ス
コ
ミ
関
係

の
方

々
は
、
世
界
情
勢

に
関

し
て
大
変
多
く

の
情
報
を
得
て
い
る
、
と
い
う
印
象
を
持

ち
ま

し
た
。

わ
た
し
が
会

っ
た
み
な
さ
ん
の
同
僚

の
方

々
は
、

い
わ
ば
国

境
を
越
え
た
世
界
市
民
の
特
徴
を
例
示
す
る
人

々
で
あ

っ
た
、

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
自
国

に
対
す
る
忠
誠
心
を
保

ち
な
が
ら

も
、
国
際
的
な
事
柄
の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
側
面
を
理
解
し
、
各

国
が
協
調
裡

に
仕
事
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
、
と
い
う

こ
と

を
意
識
し
て
い
る
方

々
で
す
。

日
本

の
新
聞
記
者

の
方

々
が
大
変
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
知
識

を
持

っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
国
境

に
捉
わ
れ
な

い
見
方

が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

こ
と
に
敬
意
を
払

っ
て
、
本

日
、

み
な
さ
ま
の
前
で
、
わ
た
し

の
考
え

の

一
端
を
披
露
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

の
新
し

い
関
係

に
つ
い
て
で
す
。太
平
洋

の
両
側
に
位
置
す

る
、

米
国
と
中
国

が
大
規
模
な
通
商
取
引

の
関
係
を
持

つ
、
と

い
う

こ
と
が
、

ど
う

い
う
意
味
合

い
を
持

つ
の
か
、
と
い
う

こ
と
に

関
し
て

で
す
。

本
日
、
申
し
あ
げ
る
こ
と
は
、

わ
た
し
な
り
の
観
察
と

い
う

こ
と
で
、
受

け
と

っ
て
い
た
だ
ぎ

た
い
と
思
い
ま
す
。
決

し

て

断
言
と

か
、
主
張
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在

、
基

本
的
な
政
策

の
変
化

が
み
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
す

が
、
こ
れ
が
今
後
ど
う

い
う
影
響

を
も
た
ら
す
か
、
に

つ
い
て

は
ま
だ

限
ら
れ
た
情
報
し
か
あ
り
ま
せ
ん
9
い
ろ
い
ろ
な

不
確

実
性
を

と
も

な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
早

い
段
階
に
お
い
て
、

決
定
的

な
結
論
を
引
き
出
す

こ
と

に
は
慎
耄
で
な
け
れ
ば

な

ら

な

い
、

と
思

い
ま
す
。

周
知

の
事
実

で
す
が
、

一
九
四
九
年
以
来
中
国
は
国
内

の
.平

静
、
秩

序
を
確
保

し
、
地
上
最
大

の
人

口
を
抱
え
る
と

い
う
条

件
の
中

で
、

一
般
的
な
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
よ
う

と

努

力

し
、
長
足

の
進
歩
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
標
準
的
な
、
経
済
的
な
言

い
方
か
ら
し
ま
す

と
、

中
国
は
ま
だ
ま
だ
き
わ
め
て
貧
し
い
国
で
す
。
フ
ラ
ソ
ス

の
二

十
倍
の
人

ロ
を
抱
え
な
が
ら
、
中
国

の
G
N
P
は
フ
ラ
ソ

ス
の

ア

ル

テ

ン

・
W

・
ク

ロ

ー

セ

ン

(
.ハ
ン

ク

・
オ

プ

・
ア

メ

リ

カ
社

最

)

中

国

市

場
、
私

の

見

方

一
九
七
九
年
三
月
九

日

(
金
)
昼
食
会

米
国
と
中

国
と
の
全
面
的
な
外
交
関
係
お
よ
び
通
商
関
係

の

確
立
も
、

こ
の
近
代
化
計
画
の
重
要
な

一
面
と
い
う
形
で
み
な

さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え

ま
す
。
そ
し
て
、

日
中
閭

の
友
好
関
係
も
同
様
に
重
要
な
側
面

で
あ
る
と
思

い
ま
す
Q
日

中
友
好
条
約
な
ら
び
に
長
期
通
壷冏
協
定
締
結
後
、
そ
れ

ほ
ど
時

間
を
あ
け
な

い
で
、
米
中

の
国
交

正
常
化
が
行
わ
れ
る
よ
う

に

な
っ
た
と

い
う

の
も
、
決
し
て
偶

然

の
こ
と
で
は

あ

り

ま

せ

ん
9中

国
は
、
目
前
に
非
常

に
大
き

な
仕
事
を
抱
え
て

い
る
わ
け

で
す
9
日
米
両
国
、
み
な
さ

ん
の
国
と
わ
た
し
ど
も
の
国

は
と

も

に
、

こ
の
よ
う
な
仕
事
を
満
足
裡

に
完
了
さ
せ

る

に

際

し

て
、
欠

く

こ
と
の
出
来
な

い
統

合
さ
れ
た

一
部
と
な

っ
て
い
る

神
武
景
気
の
中
国
版
な
る
か

そ
れ
よ

り
も
小
さ
い
の
で
す

。
経
済

の
統
計
数
字
を
み
て
も
、

一
九
七
七
年

ま
で
の

一
〇
年
間

に
、
都
市
労
働
者

の
賃
上
げ
は

一
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

り
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
ニ
カ
年

間
に

つ
い
て
、
工
場
労
働
者

の
生
産
性
向
上
も
ほ
ん
の
わ
ず
か

な
伸
び

に
止

ま
っ
て
い
ま
す
。

経
済
的

な
拌
紐
み
と
い
う
か
文
脈

の
中
に
お
い
て
、
中
国
は

い
ま

や
非
常
に
野
心
的
な

ウ
近
代
化

一
〇
年
計
画
ウ

に
乗
り
出

そ
う
と
し
て
お
り
ま
す
9

こ
の
計

画
に
対
し
て
は
、

い
ま
ま
で

も
高
い
称
賛

が
与
え
ら
れ
て
き

た
わ
け
で
す
が
、
た
し
か
に
そ

れ
に
値
す

る
も

の
の
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
近
代
化

計
画
の
中

で
考
え
ら
れ
て
い
る

=

一の
主
要
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
、

一
九

八
五
年
と
い
う
目
標
年
次
ま
で
に
成
功
裡

に
完
了
さ

れ
る
と
す

れ
ば
、
中
国
は
、
史
上
最
大
規
模
の
技
術
移
転
を
実

施
し
得

た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
プ
ラ

ン
ト
装

置
や
設
備
、
そ
し
て
特
に
外
国

か
ら
の
専
門
知
識

の
移
転

と
い

う
形
を
と

る
も

の
で
す
。

(5)
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ま
ず
、
わ
た
し
が
自
身
に
問
い
か
け

る
最
初

の

一
連
の
質
問

は
、
次

の
よ
う
な
も

の
で
す
。

中
国

の
労
働
力

の
真

の
質
は
ど
う

い
う
も

の
で
あ
る
の
か
9

十
分

に
教
育
を
受
け
、
熟
練
技
能
を
持

っ
て

い
る
も

の
な
の
か

ど
う
か
。
そ
し
て
、
中
国
は
み
ず
か
ら
求

め
て
い
る
よ
う
な
技

術
を
吸
収
し
、
利
用
す

る
に
十
分
な
深
み
の
あ

る
能
力
を
、
経

営
、
科
学
、
工
学
の
分
野
で
持

っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
と
い

う
点
で
す
。

二
番
目

は
、
経
済
的
な
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
確
立

す

る
の
に
必
要
な
ぼ
う
大
な
投
資

に
、
ど
う

や

っ
て
金
融
を

つ

近
代
化
に
お
け
る
問
題
点
は

も

の
と
思
い
ま
す
。
両
国

の
政
府
は
じ
め
双
方

の
財
界
の
指
導

者
は
、

こ
の
事
実
を
し

っ
か
り
と
踏
ま
え
、
考
慮

に
付
す
べ
き

で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

つ
ね
に
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
あ

い
だ
に
お

け
る
調
和
の
と
れ
た
関
係
達
成
と
い
う
目
標
を
念
頭

に
置
き
、

そ

の
長
所
を
認
識
し

て
事

に
当
た
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

中
国
は

一
九
五
〇
年
代
以
来

の
日
本

の
偉
大
な
経
済
的
な
進

歩
を
称
賛
の
念
を
も

っ
て
見
て
お
り
ま
す
9

ア
メ
リ
カ
の
格
言

に
も
あ
り
ま
す
が
、

ウ模
倣
は
最
高
の
賛
辞
ウ
と

い
う

こ
と
で

す
。

こ
う
し
た
中
国

の
近
代
化

の
努
力
と

い
う
も

の
は
、
も
し
、

そ
れ
が
成
功
す
れ
ば
、

い
わ
ば
日
本
に
お
け

る

“
神
武
景
気
の

中
国
版
ウ
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、

こ
の
よ
う
な
中
国
の
努
力

に
関
し
て
も
頭
か
ら

信
じ
込
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
多
少
懐

疑
的

に
な

っ
て
見

る
必
要
も
あ

り
ま
す
。
前
述

の
よ
う
に
日
中

を
比
較
す
る
以
前

に
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く

の
疑

問
が
ま
だ
残

っ
て

い
ま
す
。
日
本
人
と
中
国
人
の
国
民
性

の
相
違
、
ま
た
両
国
の

経
済
体
制
の
際
立

っ
た
違
い
な
ど
も
考
慮

し
、
慎
重

に
当
た
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

け

て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
。
そ
し
て
、
ぽ
う
大
な
資
源

の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
本
当

に
出
来
る
の
か
ど
う
か
。
日
本

の
際
立

っ
た
成
長
の
基
礎
を

つ
く

っ
た
高
い
貯
蓄
率

に
匹
敵
す

る
も

の

が
期
待

で
き
る
の
か
ど
う
か
。

最
後

に
、
日
本
の
経
済
発
展
の
際
に
は
、
国
民
が

一
丸
と
な

っ
た
と

い
う
か
、
目
的

に
対
す
る

一
体
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、

中
国
の
場
合
は
ど
う
な

の
だ
ろ
う
か
。

時

間

の
経
過
に
よ

っ
て
、

こ
れ
ら
の
問
い
に
対
す

る
答
え
が

出

て
く
る
、
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
慎
重
で
あ
り
た

い
と
思
う
考
え
方
も
、
慎
重
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
警
告

に
似
た
よ
う
な
も

の
も

感

じ

る

わ
け

で
す
が
、
そ
れ

も
当
時

の
日
本

の
場
舍
を
想
起
し
た
と
き
l
I
内

外
で
い
ろ
い

ろ
な
疑
問
や
懐
疑
的
な
考
え
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
た
ー

し

だ

い
に
薄
ら
ぐ
わ
け

で
す
り
神
武
景
気
に
関
し
て
も
、

一
九
六

一
年
当
時
の
池
田
首
相

の
所
得
倍
増
計
画
な
ど

に
関
し
て
は
、

当
初

い
ろ
い
ろ
な
疑
問

が

口
に
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
Q

池
田
首
相
の

一
〇
年
計
画
は
、
実
質
成
長
率

を
年
率
で
七
%

に
す
る

と
い
う
も

の
で
し
た
が
、
実
際
に
は
当
初

の
同
標

を
大

幅

に
越

え
、

一
〇
%

を
越
す
成
長
を
示
し
た

わ

け

で

す
。

い

ま
、
中
国
が
近
代
計
画

の
中
で
実
質
成
長
率
目
標

と
し
て
、

こ

の

一
〇
%
を
あ
げ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
も
偶
然

で
は
な

い
か

も
し
れ

ま
せ
ん
。

中
国

の
計
画
は
非
常

に
野
心
的
な
も

の
で
す
。
客
観
的

な
分

析
を
行

っ
て
み
ま
す
と
、中
国
側

の
観
点
か
ら
見

て
も
、
ま
た
、

わ
た
し
ど
も
の
観
点

か
ら
見

て
も
、
非
常

に
多
く

の
潜
在

的
な

問
題
が

示
唆
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
国
語
で
、
英
語

に
訳
し
ま
す

と
、

ウ
問
題
ウ
と

い
う
意
味

に
も
な
り
、
ま
た
、
場
合
に
よ
る

と

ゆ機

会
ケ
と

い
う
意
味

に
も
な
る
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

次

に
、
い
ま
か
ら
、
こ
の

〃
問
題
ウ
と
い
う
こ
と
と

“
機
会
ウ

と

い
う

こ
と
の
、
両
方

に

つ
い
て
触
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま

ず
、
最
初
に
基
本
的
な
問
題
、
そ
れ
か
ら
懸
念
と
関
心
と
い
う

こ
と

に
つ
い
て
話
し
た

い
、
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
内

部
か
ら

の
観
点

に
た

っ
て
話
を
し
た
い
、
と
思

い
ま
す
。

こ
の
場
合
は

次

の
三
つ
の
事
柄
が
出
て
き
ま
す
。

ま
ず
、
第

一
に
技
術
者

で
あ
る
と
か
、
先
生
、
専
門
家
と
い

っ
た

よ
う
な
技
能
を
持

っ
た
人

々
の
不
足

で
す
g

こ
の
人
材
不

足

に
は
、

一
九
六
〇
年
代

の
後
半
か
ら
七
〇
年
代

の
前
半
に
か

け

て
の
、
政
治
的
動
揺
や
混
乱
が
影
響

し
て

い
ま
す
。

こ
れ
に

よ

っ
て
、
今
日
、
経
営
、
技
術
そ
の
他

の
分
野
で

の
指
導
者
層

に
な

る
べ
き
人
々
の
層
を
薄
く
し
て
し
ま

っ
た
9
そ
れ
の
み
な

ら
ず
、
現
在
、
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
な
能
力
を
持

っ
て
い
る
人

々
の
態
度
を
慎
重
な
も

の
に
さ

せ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。
い
ま

か
ら

の
新
し
い
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
積
極
的
に
乗
り

出

し

て

い

き
、
参
加
す
る
こ
と
に
ち
ゅ
う

ち
ょ
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
雰

囲
気
を

つ
く

っ
て
い
ま
す
。

二
番
目
は
、

こ
の
近
代
化
計
画
が
急
速
に
推

し
進

め
ら
れ
る

と
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
高

い
期
待
感
が
人

々
の
間
に
出
て
ぎ

ま
す
が
、
期
待
感
が
あ

る
か
ら
に
は
失
望
感
が
出

て
く
る
可
能

性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
失
望
を
喫
す
る
向
き

が
あ
る
と
、
そ
こ
か
ら
イ
デ

ナ
ロ
ギ
ー
的
な
交
代
も
生
ま
れ
か

ね
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
後
に
、
中
国
と
し
て
も
、
六
、○
○
○
億
ド

ル
に
の
ぼ
る
、

円
換
算
で

=

一〇
兆
円
に
の
ぼ
る
プ

ロ
グ

ラ
ム
を
、
ど
う
や
っ

て

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
し
た
ら

い
い
か
、
と
い
う

こ
と
に
関
心
を
払

わ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
9
外
資
の
ムρ
加

の
際

に
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
、

い
わ
ゆ

る

コ
ソ
ペ
ソ
セ
イ

シ
ョ
ソ

・
ア
グ
リ

人
材
と
7
ア
イ
ナ

ン
ス
が
カ
ギ

(6)
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そ
れ
で
は
、
次
は
外
か
ら
み
た
場
合
、
す
な
わ
ち
、
外
国
の

政
府
や
ビ
ジ
ネ

ス
と
い
う
観
点
か
ら
の
主
要
な
関
心
事

に
移
り

ま
す
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
逆
転
、
ま
た
逆
流

の
脅
威

と
い
う

こ
と
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
中
国
は
、
こ
の
三
〇
年

の
あ

い
だ
、

国
全
体

の
ム
ー
ド
と
し
て
も
、
大
幅
な

“
振
り
ク
を
経
験
し
て

き
ま
し
た
9
そ
し
て
、

こ
れ
が
外
的
に
も
内
的

に
も
痕
跡
を
残

し

て
き
た
わ
け
で
す
。

ま
た
、
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国

の
新
し

い
政
策

の
推
進
力
と
も
な

っ
て
い
る
、
鄭
小
平
副
首
相
も
、
わ

が
銀
行
と
同
様
に
七
五
歳

に
な
っ
て
い
る
、
と

い

う

こ
と

で

す
。
確
か
に
、
驚
く
べ
き
人
で
は
あ
り
ま
す
が
、
不
老

不
死
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
、
わ
た
し
ど
も
と
し
て
は
、

こ
の
非
常

に
力

の
強

い
、
有
力
な
国
に
技
術
を
移
転
す
る
に
当
た

っ
て
、
内
在
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
リ

ス
ク
と
い
う
こ
と
を
慎
重

に
秤
に
か
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
べ
て
の
脅
威
や
憎

し
み
の

念

が
払
拭
さ
れ
、
消
え

て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
の
は
ナ
イ
ー
ブ

過
ぎ
る
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

よ
り
実
際
的
な
レ
ベ

ル
で
考
え
ま
す
と
、
中
国
は
近

い
将
来

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
逆
転

の
懸
念

ー

メ
ソ
ト
で
す
と
か
、
バ
ー

タ
ー
取
引
は
、
双
方

に
深
刻
な
制

約
を
課
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
究
極
的

に
中
国
は
相
当
の
借
り
入
れ
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
、
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
選
択
肢
は
な

い
わ

け
で
す
。
ま
た
、
さ
ら
に
輸
出
と
い
う
こ
と
を
非
常

に
強
調
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
り
そ
し
て
、

こ
の

両

方

と
も

が
、

い
ま
ま
で
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
内
向
き
で
、
集
団
主
義
の

国

で
あ

っ
た
中
国
に
と

っ
て
は
、
経
験
の
な

い
新
し

い
努
力
と

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

中

国

の
新
し
い
姿
勢

が
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
に
対
し

て
提
供

し
て

い
る
潜
在
的
な
機
会
、
将
来
の
機
会
と
い
う
こ
と
を
理
解

す
る

に
当
た

っ
て
は
、
そ

の
詳
細
面
を
探

っ
て
み
な
け
れ
ば
な

り
ま

せ
ん
。
ま
ず
、
貿
易

の
増
進
と
か
工
業

の
発
展
を
期
す
る

前

に
、
中
国
の
国
内

に
お
け
る
経
済
的
な
イ

ソ
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
が
幾

つ
か
の
側
面

に
お
い
て
向
上
、
改
善
さ
れ
な
ほ
れ

ば

な

り
ま
せ
ん
。
中
国

の
輸
送
体
系
、
交
通
体
系
、
特

に
港
湾

で
あ

る
と
か
、
主
要

な
鉄
道
網
な
ど
は
大
幅

に
近
代
化

さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

電

化

の
胴一
ー
ド
を

予
測

し
た
予
備
的
な
調
査
結

果

に

よ

る

と
、

中
国
に
お
け
る
発
電

は
、
そ

の
計
画
目
標
を
達
成

し
よ
う

と
思
う

の
で
あ
れ
ば
、
年
率

一
三
%
と
い
う
急
激
な
速
度
で
増

中
国
に
あ
る
潜
在

的
な

.
機
会
π

急
速

に
、
原
材
料
や
製
造
製
品
の
国
際
市
場
に
お
け
る
、
き
わ

め
て
手
ご
わ
い
競
争
者

に
な

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
特

に
、
相

対

的

に
熟
練
を
必
要

と
し
な
い
よ
う
な
分
野
、
あ

る
い
は
多
く

の
労
働
力
の
投
入
を
必
要

と
す
る
よ
う
な
分
野

で
の
製
品
に
つ

い
て
は
、
強
い
競
争
者

に
な
り
得
る
で
あ
り
ま
し

ょ
う
Q

最
後

に
、
わ
た
し
ど

も
が

つ
ね
に
念
頭

に
置

い
て
お

か
な
け

れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
中
国
と
の
関
係
は
た
だ
単

に
二
国
間
の

貿
易

と
い
う
こ
と
を
超

え
て
、
多
岐
に
わ
た
る
意
味
合

い
を
持

つ
と

い
う
こ
と
で
す
9

い
か
な
る
米
中
関
係
、
あ

る
い
は
日
中

間

の
取
り
決
め
に
し

て
も
、
そ

の
背
後
に
存
在

す
る
影
響
を
考

え
な

い
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。

わ
た
し
ど
も
は
、
太
平
洋

の
西
側
に
位
置
し

て
い
る
通
商
相

手
国

や
主
要
国
の
存
在
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
こ

れ
ら

の
国
々
は
も
う
す

で
に
珥
湘在
、相
互
に
音
心味
A
口
い
を
持
ち
、

機
能

し
、
現
実
と
な

っ
て

い
る
国

々
で
す
。

こ
の
よ
う
な
国
々

の
こ
と
も
無
視
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
u

大
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

ま
た
、
中
国
は
農
業

の
八
五
%
を
機
械
化
し
よ
う
と
望
ん
で

い
ま
す
。
人
P
は
年
率
約

一
・
五
%

で
伸
び

て

い

ま

す
り

一

方

、
相
当
量
持

っ
て

い
る
国
内
資
源
も
開
発

し
て
い
か
な
け
れ

ば
な

り
ま
せ
ん
。
対
象

と
し
て
は
石
油
、
石
炭
、
鉄
鋼
石
の
ほ

か
、

い
ろ
い
ろ
な
非
鉄
金
属
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
そ
れ
に
加

え

て
、
中
国
政
府
は
、
輸
出
向
け
に
繊
維
産

業

や
軽
工
裳
を
振

興
さ

せ
て
い
く
、
と
い
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
べ
て
念
頭
に
置

い
て
考

え
ま
す
と
、

潜
在
的

に
あ
る
機
会
と
は

一
体
ど
う

い
う
も

の
か
、
と
い
う
こ

と

が
ほ
ぼ
理
解
で
き
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
、
ほ
ぼ

一
〇
億

に
の
ぼ

る
比
較
的

ま
だ
f
が

つ

け

ら
れ
て
い
な
い
市
場
が
あ

る
と
い
う

こ
と
。

策

二
番
目
に
、
技
術
、
財
貨
、
サ
ー
ビ

ス
、
金
融
と
い
う
形

で
、
外
国
か
ら
の
援
助

に
対
す
る
相
当
量
の

二
ー
ド
が
明
ら
か

に
あ
る
と
い
う
こ
と
。

第

三
番
日
に
、

こ
れ
が
最
も
重
要
な

こ
と
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
日
本
は
じ
め
各
国

の
援
助
を
得
て
、
中
国

の
近
代
化
努
力

が
成
功
す
れ
ば
、
そ
の
成
功
し
た
分
だ
け
環
太
平
洋
地
域

に
お

け

る
政
治
、
経
済
的
な
安
定

が
向
上
す
る
と

い
う

こ
と
で
す
。

ま
た
、
ミ
ク
ロ
経
済

の

レ
ベ
ル
で
い
え
ば
、
通
商
取
引
の
機
会

も

明
ら
か
に
存
在
し
ま
す
。
日
本
は
、
製
鉄
、
自
動
車
、
プ
ラ

ソ
ト
、
電
子
製
品

の
分
野

で
有
力
で
す
。
ア

メ
リ
カ
は
胴
汕
、

石

炭

の
開
発
、

コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
、
重
量
輪
…

送

機
械
、
農
業
機
具
、
水
力
発
電
の
分
野
で
、

重
要
な
役
割
を

果
た
せ
る
で
し
ょ
う
。

多
く
の
分
野
に
お
い
て
、
口
本
と
ア
メ
リ

カ
は
お
互
い
に
補

充

し

て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
単

に
拮
抗
者

に
な
る
と

い
う

こ
と
が
あ

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

(
10
ペ
ー
ジ

へ
)

(7)
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の
っ
ぽ
ビ
ル
が

ニ
ョ
キ

ニ
ョ
キ

一
方
記
者
会
見
室

の
側

で

は
、
富
国
生
命
本
社
ビ
ル
が
ど
ん
ど
ん
背
を
伸
ば

し

て

い

ま

取
り
壊
し
兜
了

は
4
月

こ
の
ご
ろ
で
は
、

ラ
ウ
ン
ジ
の
窓

か
ら
旧
N
H
K
ビ

ル

(現
日
比
谷
国
際
ピ

ル
)

の
取
り
壊
し
作

業
を
の
ぞ
く

の
が
楽
し
み
と
い
う
会
員

の
方
も

い
ま
す
Q
地
上

10
階
だ
て
の
ビ

ル
が
、
頭
の
テ
ッ
ペ

ン
か
ら
、
太
古
の
大
型

の

生
物
の
よ
う
な
ド

リ
ル
マ
シ

ソ

や

鉄

球
、
パ
ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル

で
、
秩
序
正
し
く
ど
ん
ど
ん
壊
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
偉
大
な
建

築
を
み
る

の
と
同
様
に
圧
巻
で
す
。
す
で
に

一
階
ま
で
の
取

り

壊
し
が
終
わ
り
、
今
度
は
地
下
作
業

で
す
Q

都
市
広
場

(プ
一ツ
ザ
)
誕
生

プ

レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
、
富

国
ビ

ル
、
日
比
谷
国
際
ビ

ル
、
三
井
物
産

の
総
敷
地

(約

七
、

五
〇
〇
坪
)
を

一
体

に
し
た
、
特
別
街
区
計
画
の
最
大
の
特
徴

は
都
市
広
場

(
プ
ラ
ザ
)
で
す
。
広

々
と
し
た
オ
ー
ブ
ソ
ス
ペ

ー

ス
で
の
新
し

い
型

の
広
場
が
構
想
さ
れ

て
い
ま
す
9
景

観
的

す
。

こ
の
ピ

ル
は
地
上
認
階
で
、
高
さ
が

=

一〇
M
に
な

る
そ

う
で
す
。
取
り
壊

し
中

の
日
比
谷
国
際
ピ

ル
は
地
上
31
階

で
、

高
さ

=
二
四
M
の
三
菱
地
所
ビ

ル
(仮
称
)
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま

す
9
ま
た
、
西
新
橋
地
区
の
三
井
物
産
ピ

ル
は
地
上
28
階

で
、

高
さ

一
二
〇
M
の
予
定
で
す
。

地
下
は
連
結

の
商
店
街

・
駐
車
場

人

工
地
盤
は
新
し
い
ビ

ル
を
地
下
で

つ
な
ぎ
、
地
下
は
商
店
街
と
駐
車
場

(
六
三
〇
台

可
)
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
下
深
層
都

に
は
冷
熱
源
集
中
プ

ラ
ン
ト
と
上
水

の
再
利
用
施
設
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

内
幸
町
地
区

の
完
成
は
56
年

10
月
、
新
橋
地
区
は
57
年
秋
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
地
盤
と

つ
な

が
る
散
策
路
も

つ
く
ら
れ
ま
す
。

に
は
日
比
谷
公
園

の
延
長
と
し
て
の
庭
園

で
あ
り
、
そ
こ
に
人

(9)
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中
国
が
重
要
な
ヴ

ァ
イ

タ
ル
な
貿
易
相
手
国
に
な
る
、
と
断

言
す
る

の
は
時
期
尚
早
に
過
ぎ

る
か
も
し

れ

ま

せ

ん
。
し
か

し
、
中
国
が
、
財
貨
、
サ
ー
ビ

ス
、
ま
た
金
融

の
重
要
な
市
場

で
あ
る
、
と
い
う

ふ
う
に
は
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

ア
メ
リ

カ
も
日
本
も
、
中
国
の
近
代
化
計
画
が
成
功
を
お
さ
め
る
、
と

い
う

こ
と

に
利
害
を
感
じ
、
ま
た
、
関
心
を
持

っ
て

い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
う
い
っ
た
成
功

が
も
た
ら
す
経
済
的
、社
会
的
、

政
治
的
な
便
益
が
非
常
に
大
き

い
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
は
、
中
国
を
、
非
常

に
ぼ
う
大
な
、
芽
を
吹
き
大
き

く
伸
び

つ
つ
あ
る
消
費
者
市
場
と
見
な
す
べ
き
で
は
な

い
、
と

考
え
て
い
ま
す
。
日
本

や
ほ
か
の
国

々
で
普
通
と

さ

れ

て

い

る
、
消
費
者
製
品

の
多
く

は
、
今
後
か
な
り
長

い
期
間
に
わ
た

っ
て
、
中
国
で
は
贅
沢
品
と
見
な
さ
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
代
化

は
期
待
感

の
増
大
を
不
可
避
的
に

伴

っ
て
い
ぎ
ま
す

の
で
、
そ

の
結
果
、
徐
々
に
で
は
あ

っ
て
も

消
費
者
製
品
に
対
す
る
、
中
国

の
需
要
も
増
大
す

る
こ
と
に
な

る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
。

今
後
、
増
大
す
る
で
あ

ろ
う
中
国
と
の
通
商

の
先
行
き
、
展

望

の
中

に
は
確
か
に
リ
ス
ク
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
つ

い
て
は
填
重
に
評
価
、
判
断

し
、
適
切
に
そ
れ
に
対
す
る
防
御

策
を
講
じ
る
ぺ
き
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
貿
易
と
い
う

貿
易
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

こ
え
た

”
対
話
π

(7
ペ
ー
ジ
か
ら
)

多
く

の
共
同
提
案

の
機
会
が
存
在
す
る
と
思

い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
中
国
の
新
し

い
政
策

の
プ
ラ
ス
、

マ
イ
ナ

ス
両

方
を
秤
に
か
け
て
み
ま
す
と
、
そ
の
秤
は
プ
ラ
ス
の
方
向
に
傾

く
も
の
と
信

じ
ま
す
。
そ
し
て
、

い
ま
申

し
上
げ
た
分
析

の
い

ろ
い
ろ
断
片
的
な
も
の
を
集
め
て
、
わ
た
し
な
り
に
暫
定
的
な

一
つ
の
結
論
を
引
き
出
し
て
み
た

い
、
と
思
い
ま
す
。

大
原

(
日
経
)

中
国
経
済
と

の
関
係
を
深
め
る
に
当
た

っ

て
、

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
双
方
が

コ
ン
プ

ル
メ
ソ
ト
す

る
よ
う

な
関

係
で
、
ア
プ

ロ
ー
チ
す
べ
ぎ
だ
と
お

っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、

歴
史

を

ふ
り
返

っ
て
み
る
と
、
米
中
関
係
が
比
較
的
あ

る

い
は

う
ん

と
よ
い
と
き

に
は
、
日
中
関
係
が
あ
ま
り
よ
く
な

く
て
、

ま
た

そ
の
逆
も
真
で
あ

る
と

い
う
よ
う
な

ス
リ
ー

・
ウ

エ
イ

の

関
係

が
あ
る
ん
で
す
が
、
今
後

の
日
米
中
の
関
係
を
、

ど

の
よ

う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

ク

ロ
ー
セ
ン

先

ほ
ど

の
お
話

の
中

で
も
、
幾

つ
か

の
例
を

あ
げ

て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
、
非
常

に
大
き
な

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に
関
し
て

コ
ス
ト
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
と

い
う

こ
と

を
考

え
ま
し
た
際

に
、
必
ず

や
お
互

い
が
補
完
し
て
や

っ
て
い

く
方

法
が
出
て
く
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
合
弁
事
業
と

い
う
形

で
あ

る
と
か
、
あ
る
い
は

コ
ソ
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
む
と

い
う
こ

質

疑

応

答

も

の

は
、
政
治
的
な
分
野

に
お
け

る
隔
り
を
も
超

え

る

も

の

だ
、

と

い
う
こ
と
を
、
わ
た
し
ど
も
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

イ

デ
オ

ロ
ギ
ー
は
、
し
ば
し
ば
政
治
的
な
意
患

の
疎

通
、

コ

ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
」
ン
に
対
し
て
克
服
で
き
な
い
よ
う
な
障

壁
を

つ
く

っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
貿
易
と

い
う

の
は
対

話

の
形
で
あ

っ
て
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
形
と
し

て
は
、

非
常

に
率
直
で
す
な
お
な
形

で
あ
り
ま
す
。
最
終
的

に

は
、
貿

易
と

い
う
も

の
が
、
相
互
依
存
関
係
を
生
み
出
す
も

の
で
あ
り

ま
す

し
、
そ

の
相
互
依
存
関
係

に
よ

っ
て
イ
デ
オ

ロ
ギ

ー
の
差

が
持

つ
意
味
合
い
や
重
要
度
を
も
低
下
さ
せ
得
る
わ
け

で
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
わ
た
し
は
、
中
国
に
お
け
る

い
ろ

い
ろ
な
変

化

を
、
あ
る
程
度
は
慎
重
な

が
ら
も
、

一
般
的

に
は
楽

観
的

に

見
て

い
る
わ
け
で
す
9

と
で
、

リ
ス
ク
の
拡
散
を
や

っ
て

い
く
形
が
、
国
際
的
な

ス
ケ

ー
ル
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
す
る
際

に
は
、
必
要

に
な
る
も

の
と
思

い

ま
す
。

金
融
以
外

の
分
野
で
も
、
た
と
え
ば
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ー・
ラ
ク

チ
ャ
ー
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど

の
場
合
、
す
な
わ
ち
港
湾
建
設

や
鉄
道
網

セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど

に
当
た

っ
て
は
、
そ

の
ス
ケ

ー

ル
が
非
常

に
大
き

い
と

い
う

こ
と
の
た
め
に
、
各
国

の
建
設

業
者

が
集
ま

っ
て
コ
ソ
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
む
形
で
リ

ス
ク
の
拡

散
を
図

る
、
と
い
う

こ
と
が
、
当
然
の
必
要
性
と
し

て
出
て
く

る
場
合
が
多

々
あ
る
と
思

い
ま
す
。

中
国
が
置

か
れ
て
い
る
相
対
的

な
立
場
を
考
え
た
場
合
、
ま

た
、
経
済
を
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と

い
う
中
国
側

の

二
ー
ド
を
考
え
た
場
合
に
、

日
米
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

の
分

野
を
も

っ
て
、
近
代
化

に
か
か
わ
る
な
ら
、
結
果
と
し
て
双
方

の
国

の
個

々
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
と

っ
て
拡
大
し
つ
つ
あ
る
市
場
が

提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も

の
と
思

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
形

で
、
両

国
と
も
に
、
中
国

の
発

展
と
の
近
代
化
計
画

の
達
成
の

た
め
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

池
浦

(
個
人
)

先
頃
日
本

に
こ
ら
れ
ま
し
た
ブ

ル
式
ン
ソ

ー

ル
財
務
長
官
は
、
日
米
貿
易
関
係
は
非
常
に
危
険
な
状
態
に

あ
る
、

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
議
会

で
は

輸
入
課

徴
金
を
設
け
る
べ
ぎ

だ
、
と
い
う
意
見
も
強
ま

っ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
こ
う
し
た
日
米

の
緊
張
関
係
に

つ
い
て
見
解

を
う

か
が

い
た
い
9

ク

ロ
ー
セ
ン

ガ

ッ
ト
の
も
と
に
お
け
る
東
京

ラ
ウ

ソ
ド
の

多
国
間

の
通
商
交
渉
を
、
七

三
年
以
来
や

っ
て
き

た
わ
け
で
す

が
、

こ
の
間
や
は
り
ア

メ
リ
カ
が
貿
易
収
支
に
お

い
て
均
衡
を

達
成
す
る

こ
と
が
出
来
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
特

に
保
護
上
義

を
求

め
る
風
潮
が
国
内

で
強
く
な

っ
て
き
て
し
ま

っ
た
、
と
い

う

こ
と

で
す
。
保
護
主
義
を
求
め
る
風
潮
が
非
常

に
強

い
も
の

(10)
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間

が
費
や
さ
れ
ま
す
。
事
務
系
、
技
術
系
の
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
ぎ

つ
づ

い
て

一
週
間

の
合
循
に
入
り
ま
す
、

こ
こ
で
は
企

業

人
に
求
め
ら
れ
る
行
動

、

マ
イ
ソ
ド
、

マ
ナ
i
、

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

・
ス
キ
ル
等

を
実
戦
的
に
体
得
し
て

も

ら

い
ま

す

。
同
時
に
、
新
人
社
員

同
志
が
寝
食
を
と
も

に
す

る
こ
と
で

伸
間
意
識
や
友
人
関
係
も

生
ま
れ
ま
す
。

合
宿
研
修
は
と
く
に

ケ
ー

ス

・
ス
タ
デ

ィ
、
グ

ル
ー
プ

・
デ

ィ
ス
カ

ヅ
シ

ョ
ン
、
ビ
ジ
ネ

ス
・ゲ
ー
ム
等
の
手
法

を
用

い
て
、

に
集
団

の
意
思
決
定
が
個
人

の
意
思
決
定

の
平
均
を
上
ま
わ
る

事
実

を
、
体
験
で
実
証
さ
せ
、
理
解
を
は
か
る
わ
け

で
す

。

た
と

え
ぽ
、
月
世
界

へ
不
時
着
し
た
宇
宙
飛
行
士
が
着

陸
目

標
地
点

へ
達
す
る
た
め
に
必
要
な
物
質
が

一
五
品

目

あ

る

場

合
、

こ
れ
に
重
要
と
思
う
も
の
か
ら
順
位
を

つ
け
な
さ

い
、
と

い
う

わ
け
で
す
。

個
人

作
業
と
集
団
作
業
と
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
せ
て
、
そ

の
ブ

ロ
セ

ス
と
結
果
を
分
析
し
、
比
較
を
行
い
、
結
論
を
発
表

し
、

業
務
内
容

石
汕

・
天
然

ガ
ス
、
石
油
化
学
、

一
般
化
学
、

原
子
力
、

製
鉄
、

造
水
、

食

品
、

医
薬
品

・
医
療
等
の
産
業

用
、
民
生
用
設
備
な
ら
び
に
大
気

汚

染

防

止
、
水
質

汚
濁
防

止
、
廃
棄
物
処
理
、
そ

の
他
公
害
防
止
、
環
境
改
善
お
よ
び
城

害
防
止
用
設
備
に
関
す
る
事
業
な
ど
9

応

募

総

数

約
三
〇
〇
名

採
用
人
数

一
一
〇
名

(男

八
〇
名
、
女
三
〇
名
)

ロ
ー
の
順
序
に
従

っ
て
説
明
さ
れ
ま
す
。

一
方
的
な
講
義
形
式

に
な
る

こ
と
を
極
力
避
け

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
合

っ
た
記
録
映

画

や

ス
ラ
イ
ド
等
を
積
極

的

に
利
用
し
た
り
、
実

際

に
製
油
所
を
見
学
す

る
な
ど
い
ろ
い
ろ
工
夫
を

し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
て
、
知
識
集
約

型
産
業
に
屈
す
る
プ

ラ

ソ
ト

・
エ
ソ
ジ

ニ
ア
リ
ソ
グ
企
業

の

一
員
と
し
て

の
、
ご
く
基
礎
的
な
知
識

を
習
得
す
る
の
に
二
週

わ

が

社

の
新

人

教

育

チ

ー

ム
ワ
ー
ク
と
人

間

関
係
に
ポ

イ

ン
ト

法
人
賛
助

・
千
代
田
化
工
建
設
研
修
部

心
が
け

て
い
ま
す
9

一
年

間
の
現
場
教
育
が
終
了

の
時
点

で
、
四
口
間

の
合
宿
で

再
教
育
を
行

い
ま
す
.
実
務
経
験
を
も
と
に
反
省

と
抱
負
を
発

表

さ

せ
、
問
題
が
あ
れ
ば
、

グ

ル
ー
ゾ
単
位
で
解
決

に
あ
た
る

よ
う
指
淳
し
ま
す
9

こ
の
段
階
で
は
具
体
的

に
、
効
率
的
な
仕
事

の
進
め
方
、
効

果
的

リ
ポ
ー
ナ
イ
ソ
グ
手
法
、

コ
ス
ト
意
識
の
か
ん
養
な
-!一を

目
的
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
ま
す
り

(11)

わ
が
社

の
新
人
教
育
は
大
別
し
て
、
入
祉
時
教
育
、
配
属
先

で
の

一
年
間
の
職
場
教
育
、

一
年
経
過
時
の
集
合
教
育
に
分
か

れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
と
く

に
最
初
の
入
社
時
教
育
(
3
週
間
)

に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

入
社
時
教
育
に
お
い
て

は
、
ま
ず
、
当
社

の
組
織
、
制
度
、

業
務
内
容
、
業
務
フ

ロ
ー

の
ほ
か
、
当
社
の
主
業

で
あ
る
プ
ラ

ン
ト

・
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ

ン
グ
に
つ
い
て
の
主
要
点
が
、
業
務
フ

グ

ル
ー
プ

・
グ
イ
ナ
ミ
ヅ
ク
ス
を
体
験
さ
せ
ま
す
。
グ

ル
ー
プ

作
業
を

通
し
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
人
問
関
係

の
重
要
性

を
認

識

し

て
も
ら
う
の
が
主
眼
で
す
。

読
売

新
聞
紙
上
で
紹
介
さ
れ
た
N
A
S
A

・
ゲ
ー

ム
も
ビ
ジ

ネ

ス

・
ゲ
ー
ム
の

一
つ
で
す
g

こ
れ
は
非
常

に
興
味
深

い
体
験

学
習

で
す
。

コ
ソ
セ
ソ
サ
ス
に
よ
る
意
思
決
定
が
必
要
な
場
面

で
の
、
個
人
と
集
団
の
意
思
決
定

の
差
異
を
認
識

さ
せ
、

つ
ね

各

グ

ル
ー
ブ
ご
と
に
原
因
分
析
を
行
わ
せ
る
わ
け

で
す
。

以
上

の
よ
う
な
グ

ル
ー
プ
主
体

の
合
宿
研
修
の

最

終

日

に

は
、
各

人
に
自
己
啓
発
計
画
書
を
提
出
し
て
も
ら

い
ま
す

.
そ

し
て
、

三
週
間
の
入
社
時
教

育
が
終
了
し
ま
す
9

そ

の
後
は
配
属
先
で

の

一
年
間

の
現
場
教
育
と
な
り
ま
す
、

当
社

で
は
、
と
く
に
こ
の
時
期
を
重
要
と
考
え
、
本
社

の
教
育

担
当
部
門
と
、
配
属
先
部
門

は
つ
ね
に
充
分
連
携
を
保

つ
よ
う

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
日
本

の
み
な
さ
ん
も
認
識
な
さ
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
風
潮

が
強

い
も
の
で
あ
る
、
と
考
え

る

の
は
適
切
だ
、
と
わ
た
し

は
思

い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
で
は
、

カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
じ
め
政
府
も
、
こ
の
よ
う
な
圧
力
を
抑
え

る
べ
く
大
変
な
努
力
を
し
て
き

ま
し
た
し
、
実
際
に
よ
く
や

っ

て
き

た
、
と
思
い
ま
す
。

も

っ
と
オ
レ
ソ
ジ
を
輸
入
す
べ
き
か
否

か
、
と

い
う
こ
と
に

関
し

て
、
日
本
国
内
で
政
治
的
な
圧
力
が
高
ま

っ
て
い
る

の
と

同
様

に
、
ア
メ
リ
カ
国
内

に
お
い
て
も

二
国
間
の
貿
易
収
支

の

不
均
衡

が
非
常
に
大
幅
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
関

し
て
、

政
治

的
な
圧
力
が
高
ま

っ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
点
を
、
財

務
長
官

は
強
調
し
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

(文
責
・
纈
堕
彫
)
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〈
採
用
方
針
V

自
由
公
募
。
学
力
、
教
養
共
に
備
え
、
心
身

壮
健

で
積
極
的
な
行
動
力

に
富
む
個
性
豊
か
な

人
材
を
求

め
る
。

選
考
は
学
科

で
40
～
50
人

に
し
ぼ
り
、
面
接

な
ど
で
採
用
を
内
定
す
る
G

〈
研
修
プ
ラ
ン
V

入
社
時

の
合
宿
教
育

(
54
年
度

は
17
日
間
)

を
終
え
る
と
、
本
社
内
外
勤
、
支
社
外
勤
職
場

北 海 道 新 聞

応 募417名

採 用13名

男13名

(女 。名

に
配
置
し
、
一
、
二
年
後

に
支
局
勤
務

と
す
る
。

合
宿
教
育

は
社
会
人
と
し
て
の
素
養
教
育
と

製
作
工
程

の
理
解
を
重
点
と
し
て
、
取
材
、
写

真
技
術

の
実
習

の
ほ
か
、
模
擬
紙
面
製
作
や
朝

刊
配
達
実
習
も
さ
せ
る
。

入
社
前
教
育
は
採
用
内

定
の
11
月
下
旬
か
ら

毎
月
1
回
、
新
人
通
信
を
郵
送
、
社

の
概
要
、

労
働
条
件
な
ど
を
知
ら
せ

て
い
る
。

〈
新
人
気
質
〉

ど
ん
な
分
野
で
も

ソ
ツ
な
く
こ
な
す
要
領

の

い
い
タ
イ
ブ

の
新
入
社
員
が
、
近
年

は
特
に
多

く
な

っ
て
い
る
。

し
か
も
従
順
な
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
型
が
目
立

つ

よ
う
だ
。
と

い
う
こ
と
は
、
半
面
、

燃
え
る
よ

う
な
気
慨
、
気
骨
、
使
命
観
に
は
欠

け
る
、
個

性
の
乏
し
い
若
者

が
大
半

を
占
め

て
い
る
こ
と

を
物
語
る
。

今
年
も
新
し
く
記
者

の
タ

マ
ゴ
が
各
社
の

一
員
と
し
て
加
わ
り
、
混
迷
の

時
代

へ
の
挑
戦
の
中
で
、
責
任

あ
る
た
く
ま
し
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

へ
の
成

熱
を
目
ざ
す
わ
け
で
す
が
、
昨

年
同
様
、

ア
ソ
ケ
ー
ト
形
式

で
各
社

の
採
用

方
針
、
研
修
方
法
、
新
人
気
質

を
探

っ
て
み
ま
し
た
。

〈
採
用
方
針
V

河
北
新
報
社
の
創
業

の
精
神

(東
北
振
興
、

不
偏
不
党
)
に
共
鳴
し
、
新
聞
人

で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
持

つ
も
の
。

健
康
で
円
満
な
見
識

を
持
ち
、
協
調
を
失
わ

ず
、
明
朗
、
積
極
的
な

も
の
。

〈
研
修
プ

ラ
ン
〉

四
月

二
日
か
ら
同
七

日
ま

で
集

合
研
修
を
行

う
。
研
修
内
容
の
概
略

は
次

の
と

お
り
。

二
日

新
聞
製
作
に

つ
い
て

(概

説
)。

三
日

社

史
、
販
売
、
広
化
口、
纒
…築
に
つ
い

て
説
明
。

四
日

就
業
規
則
概
説
、
総
務
、
福
利
厚
生

に
つ
い
て
説
明
。
夕
刊
配
達
実
習
。

五
日

就
業
規
則
各

論
、
事
業
活
動
、
関
連
会

社

に
つ
き
説
明
。
夕
刊
配
達
実
習
。

六
目

朝
刊
配
達
実

習
。
新
聞
製
作
の
工
程

別
説
明
9

七

日

製
紙
工
場
見

学
。
各
部
配
属
。

五
日
と
六
日
夜
は
合
宿
。

〈
採
用
方
針
〉

公
共
放
送
の
使
命

と
役
割
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理

解
し
、
N
H
K
で
働

く
こ
と

に
明
確
な
目
的
意

識
を
持

つ
、
個
性
豊
か
な
人
材
を
求
め
た
。

〈
研
修
プ
ラ
ン
>

N
H
K
の
経
営
お
よ
び
基
幹
業
務

に
つ
い
て

の
基
本
理
念
を
理
解
さ

せ
る
。
そ

の
た
め
に
、

営
業
現
場
の
研
修
も
実
施
す
る
。

ま
た
、
記
者
と
し
て
必
要
な
基
礎
知
識
や
技

能

に

つ
い
て
、
実
習

を
中
心

に
修
得
さ
せ
る
。

配
属
後
は
、
日
常
業
務
を
通
じ
て
、
知
識

・

技
能

を
育
成
す
る
。

〈
新
人
気
質
V

良
く
も
悪
く
も
、

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
的
な
新

NHK

応 募420名

採 用28名

男28名

(女 。名

河 北 新 報

応 募99名

採 用8名

男8名

(女0名

学
校
教
育
に
限
ら
ず
、

入
社
試
験

の
あ
り
方

に
も
反
省
、
再
検
討
が
必
要
だ

ろ
う
。

〈
新
人
気
質
V

全
般
に

マ
ジ
メ
人
間
、
優
等
生
タ
イ
プ
。
し

た
が

っ
て
、
お
も
し
ろ
味
に
欠
け
る
。
仕
事
は

器
用
に

こ
な
し
そ
う
だ
が
、
何

か
も

の
足
り
な

い
感
じ
。

戦
力
と
な
る
も
な
ら
ぬ
も
、
教
育
し
だ
い
o

現
場
で
逞
し
さ
を
身
に

つ
け
さ
せ
れ
ば
期
待
に

応
え
て
く
れ
る
と
思
う
。
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〈
採
用
方
針
〉

社
員
平
均
年
齢

の
高
齢
化
を
踏
ま
え
、

フ
レ

ッ
シ
ュ
な
若

い
血

の
導

入
を
求
め
た
。

テ
レ
ビ
ジ

瀞
ー
ナ
リ

ス
ト
の
育
成
に
力
を

入

れ
る
。

〈
研
修
プ
ラ
ン
〉

テ
レ
ビ

マ
ン
と
し
て

の
自
覚
と
意
欲
研
鑚
を

中
心
に
、
基
礎
研
修

を
お
こ
な
う
。

〇

一
般
男
子
及
び
技

術
関
係

研
修
期
間
は

4
月

2
日
～
21
日
。

講
演
を
中
心
に
基
礎
的
な
研
修
を
お
こ
な

い
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ソ
ド
的
に
仕

事

を

さ

せ
る
。
こ
の
中

に
は
後

に
記
者
と
な
る
も

の
も
い
る
D

〈
採
用
屶
針
V

明
朗
、
澗
達
、
誠
実

な
人
物
。
健
康

で
あ
る

こ
と
を
望
む
。

分
野
を
問
わ
ず
基
礎
的
な
勉
強
を
し
て

い
る

こ
と
o

〈
研
修
プ
ラ
ン
V

入
社
時
、
新
聞
社
員

と
し
て
必
要
な
概
論
講

習
を
短
日
時
で
行
う
。

(
一
～
三
日
)

ま
た
写
宜
ハ、
無
線
機
、

電
送
機
器
操
作
等

の

実
務
講
座
を
必
ず
受
け

さ
せ
る
。

運
転
適
性
検
査
も
実
施

。

以
上
の
ほ
か
は
、
特
別

の
研
修

プ

ラ

ン
な

し
。
出
社

の
日
か
ら
現
場

(
主
に
警
察
)
に
配

属
し
て
、
仕
事
を
覚
え
さ

せ
る
。
指
導

の
た
め

〈
採
用
方
針
V

正
し

い
知
識
、
幅
広

い
常
識

を
そ
な
え
、
身

体
強
健
、
創
造
力
豊
か

で
、
ま
た
偏
見

の
な
い

中
正
的
考
え
方
を
持

つ
積
極
的
な
人
物
。

〈
研
修
プ
ラ

ン
〉

四
月
前
半

は
集
合
教

育
q
四
月
後
半
か
ら
六

月
末
ま
で
現
場
局
で
研
修
。

研
修
期
間
中

に
基
礎

的
な

こ
と
全
般

を
知
る

よ
う
に
さ
せ
る
。

〈
新
人
気
質

V

人
事
担
当
者
は

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
気
質

の
持

主
が
ふ
え

て
い
る
と
み
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は

い
さ
さ
か
物

足
り
な
い
。
新
人
が
た
く

ま
し
く

育

っ
て
ゆ
く

の
は
仕
事

へ
の
献
身

度

が

カ

ギ

7ジ テ レ ビ

し己;ら ≠1,697名

採 用19名

・一・般 男 子10名

(
リ・謄 ・7-7名

(女4名)

男 子 技 術2名

信 濃 毎 日 新 聞

応 募110名

採 用4名

男3名

(女1名

毎 日 放 送

応 募105名

採 用12名

(娑1:1

で
き
る
だ
け
幅
広
く
人
材
を
求
め
る
た
め
、

入
社
試
験
で
は
門
戸
解
放
主
義
を
と
る
。
年
齢

制
限
も
三
十
歳
、
男
女
、
出
身
大
学
の
差
別
な

く
受
験
で
き
る
。

選
考

に
あ
た
っ
て
は
、

一
定
以
上
の
学
力

の

あ
る
者

(
一
次
試
験
合
格
者

)
に
対
し
て
グ

ル

ー
プ
討
議
、
面
接
を
入
念

に
行

っ
て
、
総
合
的

に
新
聞
記
者
と
し
て
の
適
性
を
判
断
す
る
。

〈
研
修
プ

ラ
ン
V

本
年

は
統

一
地
方
選
挙
が
あ

る
た
め
、
新
人

祉
員
は

い
っ
た
ん
地
方
支
局

に
赴
任
す
る
が
、

統

一
地
方
選
後

の
五
月

に

一
週
間
の
予
定
で
研

修
を
行
う
。

研
修

の
前
半
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
役
員

に
よ
る
朝
日
新
聞
の
現
状
説

明
、
製
作
工
程

の

見
学
、
新
聞
発
送
、
配
達

の
体
験
な
ど
。
後
半

は
箱
根

で
合
宿
研
修
を
行

い
、
各
部
届
の
中
堅

社
員
が

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
寝
食
を
と
も
に
し
な

が
ら
、
徹
底
的

に
話
し
合
う
。

朝

日
新
聞
記
冓
と
し
て

の
自
覚
を
深
め
、
仕

〈
採
用
方
針
V

人
が
少
な
く
な

っ
た
と

い
う

の
が
、
採
用

・
研

修
担
当
者
共
通
の
認
識

の
よ
う
で
す
。

し
か
し

地
方

へ
赴
任
す
れ
ば
、
適
当
に
デ

ス
ク
を
困
ら

せ
て
い
る
者
も

か
な
り

い
る
よ
う
で
、
必
ず

し

も
平
均
的
と
ば

か
り
は
い
え
ま
せ
ん
。

採
用
内
定
後
、
記
者
生
活
に
つ
い
て
長

時
間

話
し
合
い
ま
し
た
が
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

に
、
大

い
に
期
待
し
た
い
感

じ
で
し
た
。

○
男
女

レ
ポ

ー
タ
ー

研
修
期
間
は
4
月

22
日
～
6
月
末
。

ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
獲
成
で
、
発
声
、
発
音
訓

練
を
さ
せ
る
。

〈
期
待
〉

型
に
は
ま
ら
な

い

ユ
一一
ー
ク
な
個
性

の
発
揮

を
銀
む
。
ま
た
、
新
鮮

な
感
覚
で
の
テ

レ
ビ

へ

の
挑
戦
を
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

当
初
は
先
輩
を

つ
け
る
。

〈
新
人
気
質
〉

一
般
的

に
明
る
く
礼
儀
正
し
い
青
年
が
多
く

な

っ
て
い
る
が
、

こ
こ
数
年
、
物
事

に
対

す
る

ウ
旺
盛
な
好
奇

心
ウ
が

や
や
稀
薄

に
な

っ
て
い

る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
。
実
際

の
仕
事

の
な

か
で
、
た
く
ま
し
さ
を
ど
う
育

て
て
ゆ
く

か
が

課
題
。

朝 日 新 聞

応 募17965名

採 用32名

(妻21耄

だ

。

(13)
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〈
採
用
方
”
〉

学
歴
不
問
、
生
き
が
い
あ
る
人
生
を
望
む
若

者
。
苦
い
水
も
甘
く
飲
ん
で
く
れ
る
若
者
。
優

れ
た
意
志
と
能
力
と
知
識
で
わ
が
社
の
未
来
を

創
造
し
て
く
れ
る
若
者
。
実
力
本
位
。

〈
研
修
プ
ラ
ン
〉

二
週
間
の
研
修
を
実
施
。
入
社
式
後
の

一
週

間
は
東
京
本
社
で
絞
合
研
修
。
そ
の
後
配
属
本

社
で

一
週
閭
の
各
祉
別
研
修
を
行
う
。

〈
採

用
方
針
〉

ポ

イ

ン
ト
と
し
て
は
、
豊

か
な
創
造
力
と

一

般
常
識
。
強
烈
な
個
性
の
持

主
で
、
協
調
性
に

富

み
、
幅
広
い
物
の
見
方

が
出

来
る
も
の
。

〈
研
修
プ
ラ
ン
>

4
月
2
日
か
ら
4
月
15
日
を
導
入
教
育
期
間

と
し
て
テ

レ
ビ
朝
日
の
社

員
と
し
て
必
要
な
基

毎 日 新 聞

応 募2,050名

採 用24名

男23名

(女1名

テ レ ビ 朝 日

応 募262名

採 用24名

男14名

(女'10名

事

へ
の

ス
ム
ー
ズ
な
適
応
を
は
か
ら

せ
る
。

〈
新
人
気
質
V

最
近

の
新
入
社
員

の
中
に
は
、

最
初

の
任
地

に
ょ

っ
て
、
将
来
の

コ
ー
ス
選
択

で
有
利
、
不

利

の
差

が
あ

る
と
か
、

つ
ま
ら
ぬ
こ
と
を
気
に

す
る
者

が
多

い
。

情
報
時
代

の
受
験
戦
争
で
も

ま
れ
た
故
か
情

報
過
敏

に
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

が
、
そ
う
し

た
些
事

に
拘
泥

せ
ず
、
着
実
に
実
力
を
伸
ば
す

記
者
、
新
聞

の
社
会
的
使
命
を

コ
ツ

コ
ツ
果
た

す
記
者

、
時
代

の
流
れ
に
沿

っ
て
新

し
い
感
覚

で
取
材
、
編
集

で
き
る
先
見
性

の
あ

る
記
者
の

育

つ
こ
と
を
期
待
す
る
。

取
材

各
部
の
副
部
長
を
教
育
担

当
者
と
し
、

合
宿
、

社
外
見
学
、
職
場

実
習
を
通
じ
社
内
業

務

一
般

に
関
す
る
知
識
、

取
材

の
入
門
的
知
識

や
技
能

の
修
得
、
組
織
の

一
員

と
し
て
の
人
的

つ
な
が
り

の
蛬
腱
作
り
を
行

い
毎

日
人
と
し
て

の
態
度

を
身

に
つ
け
さ
せ

る
。

〈
新

人
気
質
〉

理
論
的
な
こ
と
は

一
人
前

で
、
批
判
糯
神
は

旺
盛

で
あ
る
が
、
時
に
自

己
中

心
の
考
え
方
に

驚

か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
新
聞
記

者

に
な

ウ
た
く
て
、
そ
れ

な
り

の
勉
強
を
し
て

入
社

し
た
だ
け
に
純
粋
さ

が
あ

る
。

そ

の

〃
純
粋
さ
ウ
が

〃根
性

ケ
に
変
.わ
っ
た

時
、
す
ば
ら
し
い
新
人
記

者

に
な
る
も
の
と
期

待
し

て
い
る
。

〈
採
用
方
針
〉

国
公
私
立
四
年
制
大
学

(学
部
学
科
不
問
)

卒
で
入
社
時
26
歳
ま
で
対
象
。

[
般
公
募
に
よ

る
定
期
採
用
。
筆
記
試
験
後

の
面
接
重
視
。

〈
研
修
プ
ラ
ン
〉

ほ
と
ん
ど
全
員
支
局
に
配
置
す
る
の
で
、
支

局
生
活
が
即
研
修
。
入
社
時
の
各
本
社
で
の
集

合
研
修
は
、
そ
の
導
入
的
な
も
の
。
記
者
と
し

て
の
自
覚
を
高
め
る
の
と
、
基
礎
知
識
の
習
得

読 売 新 聞

応 募2,100名

採 用 東京39名
(女3名)

大阪10名

西部8名

㌦

礎
的
知
識
を
与
え
る
。

ま
た
で
き

る

だ

け

早

く
、
容
易
に
職
場

に
適

応

で
き
る
よ
う
に
現
場

か
ら

の
情
報
提
供
も
多

く
し
、
新
人
社
員
の
相

談
相
手
と
し
て
の
リ
ー
ダ

ー
制
度
も
と
り
入
れ

て
い
る
g
報
道
と
し
て
別

ワ
ク
で
の
採
用
は
な

く
、
一
般
事
務
・放
送
要
員
と
し
て
採
用
す
る
。

〈
新
人
気
質
〉

【
般

に
野
放
図
な

ウ
豪
傑
肌
ウ
が
あ

ま
り
み

ら
れ
ず
、
概
し
て
常
識

的
と

い
う
か
、
大
人

っ

ぽ

い
型
が
多
か
っ
た
。

し
か
し

こ
れ
は
、
ま
あ

試
験

で
緊
張
し
て
い
る
せ

い
で
も
あ
ろ
う
し
、

こ
れ

か
ら
の
研
修
プ

卩
セ
ス
で
、

い
ろ
い
ろ
特

徴

が
出
て
く
る
も

の
と
楽
し
み
に
し
て
い
る
o

〈
採
用
方
針
V

大
卒
採
用

に
つ
い
て
は
、
年
次
の
断
層
を
避

け
る
意
昧
か
ら
も
、
毎
年
二
十
名
程
度

の
採
用

を
続
け
て
い
く
。

〈
研
儒
研プ
ラ
ン
〉

入
社
後
三
泊
四
日
の
日
程
で
社

に
つ
い
て
の

総
合
的
な
教
育
を
行
い
、
そ
の
後

一
週
間
く
ら

い
の
期
間
で
専
門
的
教
育
を
実
施
す
る
。

こ
れ
ら
教
育
を
通
じ
て
社

の
現
状
、
将
来

の

展
望
を
ふ
ま
え
て

「
日
経
人
」
と
し
て
の
あ

る

べ
き
姿
を
認
識

さ
せ
る
。

〈
新
人
気
質
〉

新
人
は
旺
盛
な
意
欲
の
あ
る
半
面
、

不
安
を

日本 経 済 新 聞

応 募853名

採 用34名

男33名

(女1名

に
主
眼
。
期
間
は
4
月
3
日
か
ら
器
日
ま
で
。

途
中
、
三
日
間
代

々
木
オ
リ
γ
ピ

ッ
ク
セ
ソ
タ

ー
で
合
宿
。

〈
新
人
気
質
〉

豊
か
な
時
代

に
育

っ
た
プ
ラ
ス

.
マ
イ
ナ

ス

に

つ
い
て
い
ろ

い
ろ
い
わ
れ
る
が
、
若

い
人

は

い
つ
の
時
代
も
千
差
万
別
、
個
性
的
。
そ
れ
ぞ

れ
の
持
昧
を
生
か
し
て
、
記
者
と
し
て
完

成
を

目
ざ
し
て
ほ
し

い
。
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〈
採
用
方
針
〉

好
奇
心
を
持

ち
続
け
、
国
際
的

な
知
識
を
あ

わ
せ
持

っ
て
、
事
象
を
正
し
く
判
断

し
正
確

に

表
現
で
ぎ
る
能
力
を
持

つ
、
積
極
的
な
人
格
と

健
康
を
も

つ
人
間
を
採
用
し
た
い
。

〈
研
修
プ
ラ

ン
V

①

ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の

一
般
教
漣

②

取
材
活
動

の
塞
木
と
基
礎
訓
練

(記
事

の

書
き
方
、
取
材
の
マ
ナ
;
な
ど
)

③

新
聞

の
制
作
工
程
と
電
波

サ
ー
ビ

ス
の
シ

ス
テ

ム

④

現
行

は
ニ
ヵ
月
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
維

ん
で

い
る
。
今
後
は
入
社
時

の
教
育
研
修

に
基

礎
を
お
き
、
実
務
に
つ
い
て
、

一
年
あ

る

い
は
三
年
ぐ
ら

い
に
二
次
研
修
で
効
果
を

期
待

し
た
い
。

⑤

実
技
、
記
事
作
成
は
じ
め
、
写
真
撮
影
、

送
信
、
電
送
、
校
閲
の
実
技
な
ど
。

〈
新
人
気
質
〉

〈
採
用
方
針
V

厳

し
い
経
済
環
境
だ
け

に
、
時
事
通
信
社
記

者
と
し
て
適
格
な
も
の
を
厳
選
す
る
と
い
う
方

針
で

の
ぞ

ん
だ
。

〈
研
修
プ
ラ
ン
V

四
月
初

め
の

一
週
間
を
新

入
社
員
研
修
期
間

と
し
、
そ
の
間
、
ま
ず
編
集

局
を
は
じ
め
各
局

担
当
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
業
務
内
容
を
説
明
、
わ

が
社
事

業
の
全
体
像
を
し

っ
か
り
認
識
し
て
貰

っ
た
。
ま
た
、
官
邸
、
国

会
、
東
京
証
券
取
引

所
な
ど
を
見
学
、
生

の
骭=

ー
ス
の
流
れ
を
現

認
、
次

い
で
河

口
湖
畔

で
宿

泊
研
修
し
、
積
極

的

に
自
由
討
論

の
場
に
参

加
さ

せ
た
。

要
す
る

に
、

ニ
ュ
ー
ス
取
材

の
原
則
、
通
信

社
記
者

と
し
て
の
墓
本
的

心
構
え
を
十
分
理
解

〈

採
用
方
針
〉

頑
健
な
体
力
、
旺
盛

な
探
究
心
。
知
的
バ

イ

タ
リ
テ
ィ
ー
に
寓
み
、
広

い
視
点
に
立

っ
て
判

断
で
き
る
人
材
を
採
用

し
た

い
。

〈
研
修
プ
一7
ン
V

大
卒
新
入
社
員

に
対

す
る

「研
修
」
は
、
次

の
ニ

コ
ー
ス
に
分
か
れ

る
。

一
、
全
社
統

一
教
育

(
四
～
六
月
)

四
月

二
日
～
八
日

合
宿
教
育

四
月

=
二
口
～
一
二

日

共 同 通 信

応 募572名

採 用26名

男26名

(女 。名

時 事 通 信

応 募249名

採 用14名

男14名

(女 。名

中 日 新 聞

応 募247名

採 用7名

男7名

(女 。名

持

っ
て
入
社

し
て
来
る
。
教
育
、
実

践
を
通
じ

て
、
不
安

を
除
き
、
意
欲
を
伸
ば
し
て
い
き
た

い
。

個
性
が
平
均
的
で
あ
る
。

半
面
、
学
生
時
代
の
行

動
は
、
海
外
旅
行
経

験
は
日
常
的

に
な

っ
て
い
る
よ
う

に
、
多
様
で

積
極
的

だ
。

記
者
の
適
性
を
の
ば
せ
る
か
ど
う
か
1

指

導
に
ょ

っ
て
は
、
よ
い
記

者
に
育

つ
素
質
は
持

っ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。

さ
せ
る
と
同
時
に
、
時

事
通
信
社
記
者
と
し
て

の
誇

り
と
自
覚
を
高

め
る

こ
と
を

狙

い
と

し

た
。

〈
新

人
気
質
〉

而
接
等
で
感
じ
ら
れ

た

こ
と
は
、
昨
年
度

の

応
募
者
が
就
職

へ
の
強

い
切
迫
感
を
持

っ
て

い

た

の
に
比
べ
、
今
年
は
多

少
余
袱
あ
る
態
度
で

の
ぞ

み
、

一
部
を
除
き

平
均
的
な
人
が
多
か
っ

た

よ
う
だ
。
組
織

の
若

返
り

に
は
新
し
い
血
を

と

い
う
点
、大
い
に
新
風

を

と
望
む
と
と
も
に
、

新
人

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

感
覚

と
情
熱
を
早
い
機

会

に
仕
裏

の
上
で
具
現

し
て
欲
し
い
も
の
だ
。

特
殊
無
線
技
士
講
習
会

四
月
二
三
R
冖～

二
五
日

集
合
教
育

四
月
二
六
日
～
六
日
九
日販

売
店
実

習

(中
部
各
地

の
販
売
店
に
住
込

ん
で
店
主

の
指
導
の
も
と

に
新
聞
販
売

の
実
務
を
実

習
す
る
)

山ハ
日
〃亠-
噌皿
n口
～

一二
亠ー
円
冖

後
期
集
合

(実
習
)
教
育

二
、
編
集
局
内
現
場
教
育

〔七
月
～
)

名
古
屋
、
東
京

の
両
本
社

の
編
集

局
そ

の
他
で
、

〃
嘸夭
戦
的
ク
な
現
場
教
育
卩を
展

開
、

こ
の
あ

と
適
当
な
凵
時

に
、
支
局

な

ど
第

一
線

に
配
置
す
る
。

〈
新
人
気
質
〉

ま
じ
め
人
間
が
多

い
、
そ
れ
も
年
ご
と

に
増

え
て
い
る
。

一
面
で
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ

ろ

う
が
、
モ
ノ
足
り
な
さ
を
感
じ
る
。
ま
じ

め
だ

か
ら
、
賞
々
と
自
己
を
主
張
す
る
Q
上
司

の
顔

色
を
う
か
が
っ
て
、
と

い
う
こ
と
は
な

い
。
そ

の
点
は
救
い
だ
。

し
か
し
、
た
ま

に
は
、
教
え
方
に
よ

っ
て
は

と
て
つ
も
な
い
大
物

に
な
り
そ
う
な
新
人

に
ぶ

つ
か
っ
て
み
た
い
も

の
だ
。

(15)



昭和54年4月10日 第110号

目

次

三
月

の
行
事
か
ら

1

昭
和
五
十
四
年
度
収
亠夊
予
算

2

昭
和
五
十
三
年
度
事
業
報
告

3

(講
演
記
録
)
中
国
市
場
、
私
の
見
方

ク

ロ
ー
セ
ン
・パ

ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
社
長

5

内
幸
町
特
定
街
区
完
成
予
想
図

8

わ
が
社
の
新
人
教
育

〔法
人
賛
助

・
千
代

田
化
工
婬
設
)

11

新
人
採
用
方
針
と
研
修
プ
ラ
ソ

ー2

事
務
局
か
ら

16

つ
い
て
次
の
金
額
を
頂
戴

い
た
し
ま
す
。

①
60
人
以
上
の
会
合

の
場
合

一
人
当

り

一
〇
〇
円

②
30
～
59
人

〃

〃

七
〇
円

ω
食
事
を
と
も
な
う
会

合
利
用

(パ
ー
テ
ィ
ー
を
含
む
)
に

当
ク
ラ
ブ
で
は
、
さ

る
三
月
七
日
の
第
42
回
理
事
会
、
三
月

二
十

二
日
の
第

12
同
総
会

の
承
認
を
得
て
、
「
ク
ラ
ブ
利
用
費
」

を
新
設
す
る
こ
と

に
な

り
ま
し
た
Q

こ
れ
は
当

ク
ラ
ブ
の
54
年
度
予
算
審
議

の
中

で
考
え
ら
れ
た

も
の
で
、
本
年
八
月
か
ら
の
ク
ラ
プ

ル
ー
ム
賃
料

(借
室
料
)

改
定
そ
の
他

の
攴
出
増

に
対
し
て
と
ら
れ
た
措
置

で

あ

り

ま

す
。こ

の
ク
ラ
ブ
利
用
費

の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

つ
い
て
の
ご
協
力
お
願

い

「
ク

ラ
ブ
利

用
費

」
新
設

に

第
齧

理
妻

(顯

勢

”薮
響

昭
和

53
年
度

(恥弟
12
回
)
臨
時
総
会
の
議
事

日
程
を
決
定
o

昭
和

54
年
度
収
支
予
算

理
事
会
案
を
作
成
、
臨
時
総
会

に
は

か
る
こ
と
を
決
定
。
昭
和

54
年
度
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
賞
選
考
委

員
会

の
設
置
と
構
成
を
決
定
。

委
員
長
11
山
内
大
介
理
事

(毎
日
)
。

委
員
社
11
日
経
、

東

吉
爪
、
共
同
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
、

テ
レ
ビ
齟
卩日
、
新
聞
協
会
、

民

放

連
。朝

日
新
聞
創
刊

一
〇
〇

周
年
を
記
念
し
て

の
寄

託
金

一
〇
〇

万
円
を
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
基
金
に
繰
り
入
れ
る

こ

と

を

決

定
。

出

席

酒
井
理
事
長
、

小
島
副
理
事
長
。

理
事

11
中
江
、

山

内
、
若
松
、
小
林
、
多

田
、
常
盤
、
深
谷
、
真
崎
、
江

ご
承
知
の
通
り
、

当

ク
ラ
ブ
も
五
十

一
年

八
月

に
日
本
プ

レ

ス
セ

ン
タ
ー
ビ

ル
に
新
施
設
を
か
ま
え
、
本
年

で
三
年
を
経
過

い
た
し

蜜
し
た
が
、
今
後

こ
れ
を
維
持
す
る
に
は
会
員
各
位

の

ご
協
力
が
ま
す
ま
す

必
要

に
な

っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
事
情
ご
了
察

の
う
え
、
当

ク
ラ
ブ
が
と

っ
た

措
置

に
つ
き
、
特
段

の
ご
協
力
を
お
願

い
す

る
し
だ

い
で
あ
り

ま
す
。

な
お

こ
の
ク
ラ
ブ
利
用
費
は
、
六
月

一
日

か
ら
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

③

30
人
未
満

の
会
合

の
場
合

一
人
当

り

五
〇
円

※
計
算

の
基
礎
と
な
る
人
数
は
料
理

を
オ
ー
グ
ー
さ
れ

た
数
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
食
堂

・
ラ
ウ
ソ
ジ
利
用
お
よ
び
の
み
も

の
、

ケ
ー
キ
だ
け

の
会
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

㈹
貸
室
料
は
従
来

通
り
で
す
。

12

日

(木
)
午
後

4
時
～

6
時

渡
辺
武
氏
講
演
会

ク

ラ
ブ
記
者
会
見
室

18
日

(水
)
午
後

2
時

45
分
～
3
時
45
分

サ

ン
ゴ
ー
ル

セ
ネ
ガ
ル
大
続
綴
記
者
会
見

ク
ラ
ブ
記
者

会
見
室

偲
日

(木
)
正
午
～
午
後

2
時

橋
ロ
収
公
取
委
員
長
昼

食
会

ク
ラ
ブ
宴
会
場

四

月

の

行

事

藤
井
恒
男
会
員

(
テ

レ
ビ
朝
日
映
像
代
表
取
締
役
社
長
)

が
三
月
八
日

(木
)
、

結

腸
が
ん
の
た
め

逝
去
さ

れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃

報

事
務
局
か
ら
2
月

の
行
事
報
告

の
後
、
3
月
下
旬

か
ら
4
月

に
か
け
て
の
ク
ラ
ブ
行
事

と
ゲ
ス
ト
選
考
に
つ
い
て
協
議
。

昼
食
会
ゲ
ス
ト
の
候
補

と
し
て
橋

冂
収
公
取
委
員
長

に
交
渉

す

る
こ
と
の
ほ
か
、
都
穎
超
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
副
委

員
長
、
サ
ン
ゴ
ー

ル

・
セ
ネ
ガ
ル
大
統
領

の
記
者
会
見
を
行
う

こ
と
を
決
定
し
た
。

出
席

柴
田
、
安
田
、
加
野
、
広
瀬
、
高
野
、
林
、
池
浦

の
各

委
員
。

第
57
回
企
画
委
員
会

(
昭
和
54
年

3
月
13

日

(火

)

口
本
記
者

ク
ラ
ブ
大
会

饑
室

)

岡

、

滝

口
。

監

事

旺

平

久

保

、

松

井

。

尻

、

前

田

。

代

理

11

富

沢

、

小

倉

、

千

葉

、

岡

本

、

片

(16)


